
(57)【要約】

【課題】超音波プローブが有する性能を十分に発揮させ

つつ、受信部の数を削減し、超音波診断装置の小型化と

低価格化を図ることができるようにする。

【解決手段】本発明の超音波診断装置においては、超音

波振動子４２－１からの電気信号は、その間に遅延素子

が介されていないため、遅延時間は何ら付加されず、一

方、超音波振動子４２－２乃至４２－４からの電気信号

は、その間に遅延素子４３－１乃至４３－３が介されて

おり、所定の遅延時間τ、２τ、または３τが付加され

、本体の加算部に出力される。加算部は超音波振動子４

２－１乃至４２－４からの電気信号を加算し、加算信号

として受信部に供給する。受信部のA/D変換器は加算信

号をアナログ信号からディジタル信号に変換し、分離器

はディジタル信号を４つのディジタル信号に分離する。

【選択図】　図３

JP 2007-215766 A 2007.8.30



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 振 動 さ せ て パ ル ス 波 を 送 信 す る 送 信 手 段 と 、
　 前 記 送 信 手 段 に よ り 送 信 さ れ た パ ル ス 波 の う ち 、 被 検 体 か ら 反 射 さ れ た 反 射 波 を 受 け て
前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 か ら そ れ ぞ れ 発 生 さ れ る 複 数 の 受 信 信 号 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 、 異
な る 遅 延 時 間 を 与 え る 遅 延 手 段 と 、
　 前 記 遅 延 手 段 に よ り 遅 延 さ れ た 複 数 の 受 信 信 号 を 加 算 す る 加 算 手 段 と 、
　 前 記 加 算 手 段 に よ り 加 算 さ れ て 得 ら れ た 加 算 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 変 換 手 段
と 、
　 前 記 デ ィ ジ タ ル 信 号 を 、 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 複 数 の 成 分 に 分
離 す る 分 離 手 段 と 、
　 前 記 分 離 手 段 に よ り 分 離 さ れ た 前 記 複 数 の 成 分 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 画 像 生
成 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 加 算 手 段 は 、 前 記 遅 延 手 段 に よ り そ れ ぞ れ 異 な る 所 定 の 遅 延 時 間 が 与 え ら れ た 前 記 複
数 の 受 信 信 号 の い ず れ か の 受 信 信 号 を 加 算 す る か 否 か を 切 り 換 え る 切 換 手 段 を 備 え 、
　 前 記 加 算 手 段 は 、 前 記 切 換 手 段 に よ り 切 り 換 え ら れ て 供 給 さ れ た 受 信 信 号 を 順 次 加 算 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 切 換 手 段 に よ り 切 り 換 え ら れ 、 前 記 複 数 の 受 信 信 号 の う ち 、 所 定 の 受 信 信 号 が 加 算 さ
れ た 後 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 判 定 手 段 に よ り 前 記 複 数 の 受 信 信 号 の う ち 所 定 の 受 信 信 号 が 加 算 さ れ た 後 、 所 定 の
時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 切 換 手 段 は 次 の 信 号 を 加 算 す る よ う に 切 り 換 え る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 に 係 り 、 特 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 性 能 を 十 分 に 発 揮 さ せ つ つ 、
受 信 部 の 数 を 削 減 し 、 超 音 波 診 断 装 置 の 小 型 化 と 低 価 格 化 を 図 る こ と が で き る よ う に し た
超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 １ の 内 部 の 簡 略 的 な 構 成 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 本 体 ２ と 、 そ の 本 体 ２ に ケ ー ブ ル
を 介 し て 接 続 さ れ て い る 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 体 ２ は 、 送 信 部 ４ と 受 信 部 ５ 、 お よ び 、 駆 動 制 御 系 回 路 と 信 号 処 理 系 回 路 （ い ず れ も
図 示 せ ず ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。 送 信 部 ４ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に 設 け ら れ た 複 数 の 超
音 波 振 動 子 （ 図 示 せ ず ） を 駆 動 す る た め の 電 気 パ ル ス を 発 生 し 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に 出 力
す る 。 受 信 部 ５ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ か ら 入 力 さ れ た 受 信 信 号 に 増 幅 処 理 や 遅 延 処 理 な ど
を 施 し 、 信 号 処 理 系 回 路 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 有 し 、 本 体 ２ の 送 信 部 ４ か ら 入 力 さ れ た 電
気 パ ル ス を 超 音 波 パ ル ス （ 送 信 超 音 波 ） に 変 換 し 、 ま た 受 信 時 に は 被 検 体 に よ り 反 射 さ れ
た 超 音 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 本 体 ２ の 受 信 部 ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 性 能 を 十 分 に 発 揮 さ
せ る た め に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 有 す る 振 動 子 の 数 と 同 数 あ る い は そ れ 以 上 の 送 信 部 と 受 信
部 を 備 え る こ と が 必 要 で あ っ た 。 こ れ は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 大 型 化 と 装 置 価 格 の 上 昇 を 引
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き 起 こ し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 振 動 子 の 数 よ り も 送 信 部
と 受 信 部 の 数 を 少 な く し た 超 音 波 診 断 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 １ に 提 案 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば ４ ０ ９ ６ チ ャ ン ネ ル の 中 か ら
疎 ら に ２ ５ ６ チ ャ ン ネ ル や ５ １ ２ チ ャ ン ネ ル を 選 択 し 、 そ の 選 択 し た チ ャ ン ネ ル だ け を 用
い て 電 子 的 に ボ リ ュ ー ム ス キ ャ ン を 行 う ス キ ャ ン 方 法 で あ る ス パ ー ス ア レ イ ス キ ャ ン （ 間
引 き ス キ ャ ン ） に 対 応 し た ２ 次 元 ア レ イ 型 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い て 、 ２ 次 元 ス キ ャ ン に 際
し て 、 共 通 接 続 さ れ て い な い 振 動 子 だ け で な く 、 共 通 接 続 さ れ た 振 動 子 を 用 い る こ と に よ
り 、 高 S/N比 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ８ １ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 例 え ば 、 １ ９ ２ 個 の 超 音 波 振 動 子 と １
２ ８ 個 ず つ の 送 信 部 と 受 信 部 が 備 え ら れ た 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い た 場 合 、 １ ９ ２ 個 の 超 音
波 振 動 子 の う ち １ ２ ８ 個 の 超 音 波 振 動 子 し か 使 用 す る こ と が で き な い た め 、 １ ９ ２ 個 の 超
音 波 振 動 子 す べ て を 使 用 し た と き と 比 べ 、 送 信 部 に お け る 送 信 時 に お い て 送 信 フ ォ ー カ ス
が 甘 く な り 、 そ の 結 果 、 生 成 さ れ る 画 像 の 解 像 度 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 受 信 部 で の 受 信 時 に お い て も 、 １ ９ ２ 個 の 超 音 波 振 動 子 す べ て を 使 用 し た と き と
比 べ 、 S/N比 が 低 下 し て し ま い 、 そ の 結 果 、 超 音 波 診 断 装 置 自 体 の 感 度 が 低 下 し て し ま う
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 許 文 献 １ に 提 案 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 ２ 次 元 ス キ ャ ン に 際 し て 、 １ 列 あ た り に
共 通 接 続 さ れ た ３ ２ 個 の 振 動 子 と と も に 、 共 通 接 続 さ れ て い な い 送 信 専 用 の １ ６ 個 の 振 動
子 と 受 信 専 用 の １ ６ 個 の 振 動 子 を 用 い る こ と に よ り 、 送 受 信 感 度 と S/N比 の 向 上 を 図 る こ
と が で き る が 、 設 け ら れ た す べ て の 超 音 波 振 動 子 を 送 信 ま た は 受 信 に 用 い る こ と は で き な
い た め 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 と 同 様 に 、 超 音 波 振 動 子 す べ て を 使 用 し た と き と 比 べ 、 S/
N比 が 低 下 し て し ま い 、 そ の 結 果 、 超 音 波 診 断 装 置 自 体 の 感 度 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 送 信 部 と 受 信 部 の 数 を 超 音 波 プ ロ ー ブ の
振 動 子 の 数 よ り も 少 な く し た 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 少 な い 送 信 部 と 受 信 部 で あ っ て も
、 送 受 信 を 複 数 回 行 う こ と に よ り 、 備 え ら れ た す べ て の 超 音 波 振 動 子 を 使 用 し て 画 像 を 生
成 す る 方 法 も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し 、 こ の 画 像 生 成 方 法 で は フ レ ー ム レ ー ト が 低 下 し て し ま い 、 特 に 、 心 臓 な ど の 動
き の 速 い 臓 器 に つ い て は 、 画 像 上 の 偽 像 で あ る モ ー シ ョ ン ア ー テ ィ フ ァ ク ト が 発 生 し て し
ま う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 中 に は 、 少 な い 送 信 部 と 受 信 部 で あ っ て も 、 超 音 波 プ ロ
ー ブ が 有 す る す べ て の 超 音 波 振 動 子 を 使 用 す る こ と が で き る よ う に 、 隣 接 し 合 う 超 音 波 振
動 子 か ら の 電 気 信 号 を そ の ま ま 加 算 し 、 受 信 部 に 出 力 す る 超 音 波 診 断 装 置 も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し 、 こ の 超 音 波 診 断 装 置 の 場 合 、 隣 接 し 合 う 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 を そ の ま
ま 加 算 し 、 受 信 部 に 出 力 す る よ う に し て い る た め 、 受 信 フ ォ ー カ ス が 甘 く な り 、 結 局 、 画
像 の 解 像 度 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 こ の よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 有 す る す べ て の 超 音 波 振 動 子 を 使 用 す る こ と に よ り 、 送
受 信 フ ォ ー カ ス が 甘 く な ら な い よ う に 、 ま た 、 生 成 さ れ る 画 像 の 解 像 度 が 低 下 し な い よ う
に し つ つ 、 同 時 に 、 超 音 波 振 動 子 の 数 よ り も 送 信 部 と 受 信 部 の 数 を 少 な く す る こ と は 困 難
で あ る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ て も の で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 有 す る 性 能
を 十 分 に 発 揮 さ せ つ つ 、 受 信 部 の 数 を 削 減 し 、 超 音 波 診 断 装 置 の 小 型 化 と 低 価 格 化 を 図 る
こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 お よ び そ の 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て
い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 振
動 さ せ て パ ル ス 波 を 送 信 す る 送 信 手 段 と 、 送 信 手 段 に よ り 送 信 さ れ た パ ル ス 波 の う ち 、 被
検 体 か ら 反 射 さ れ た 反 射 波 を 受 け て 複 数 の 超 音 波 振 動 子 か ら そ れ ぞ れ 発 生 さ れ る 複 数 の 受
信 信 号 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 、 異 な る 遅 延 時 間 を 与 え る 遅 延 手 段 と 、 遅 延 手 段 に よ り 遅 延 さ
れ た 複 数 の 受 信 信 号 を 加 算 す る 加 算 手 段 と 、 加 算 手 段 に よ り 加 算 さ れ て 得 ら れ た 加 算 信 号
を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 変 換 手 段 と 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 を 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の そ れ
ぞ れ に 対 応 す る 複 数 の 成 分 に 分 離 す る 分 離 手 段 と 、 分 離 手 段 に よ り 分 離 さ れ た 複 数 の 成 分
に 基 づ い て 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 加 算 手 段 は 、 遅 延 手 段 に よ り そ れ ぞ れ 異 な る 所 定 の 遅 延 時 間 が 与 え ら れ た 複 数 の 受 信 信
号 の い ず れ か の 受 信 信 号 を 加 算 す る か 否 か を 切 り 換 え る 切 換 手 段 を 備 え 、 加 算 手 段 は 、 切
換 手 段 に よ り 切 り 換 え ら れ て 供 給 さ れ た 受 信 信 号 を 順 次 加 算 す る よ う に す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 切 換 手 段 に よ り 切 り 換 え ら れ 、 複 数 の 受 信 信 号 の う ち 、 所 定 の
受 信 信 号 が 加 算 さ れ た 後 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 を さ ら に 備 え
、 判 定 手 段 に よ り 複 数 の 受 信 信 号 の う ち 所 定 の 受 信 信 号 が 加 算 さ れ た 後 、 所 定 の 時 間 が 経
過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 切 換 手 段 は 次 の 信 号 を 加 算 す る よ う に 切 り 換 え る よ う に す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 振 動 さ せ て パ ル ス 波 が 送 信
さ れ 、 送 信 さ れ た パ ル ス 波 の う ち 、 被 検 体 か ら 反 射 さ れ た 反 射 波 を 受 け て 複 数 の 超 音 波 振
動 子 か ら そ れ ぞ れ 発 生 さ れ る 複 数 の 受 信 信 号 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 、 異 な る 所 定 の 遅 延 時 間
が 与 ら れ 、 遅 延 さ れ た 複 数 の 受 信 信 号 が 加 算 さ れ 、 加 算 さ れ て 得 ら れ た 加 算 信 号 が デ ィ ジ
タ ル 信 号 に 変 換 さ れ 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 が 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 複 数 の
成 分 に 分 離 さ れ 、 分 離 さ れ た 複 数 の 成 分 に 基 づ い て 超 音 波 画 像 が 生 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ が 有 す る す べ て の 超 音 波 振 動 子 を 使 用 し つ つ 、 従 来 必
要 と さ れ て い た 受 信 部 の 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 診 断 装 置 の 小 型
化 と 低 価 格 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
　 図 ２ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 １ １ の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 部 の 構 成 を 表 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ １ は 、 本 体 ２ １ 、 そ の 本 体 ２ １ に 電 気 ケ ー ブ
ル を 介 し て 接 続 さ れ て い る 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ 、 入 力 部 ２ ３ 、 お よ び 表 示 部 ２ ４ に よ り 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ １ の 本 体 ２ １ は 、 主 制 御 部 ３ １ 、 送 信 部 ３ ２
、 加 算 部 ３ ３ 、 受 信 部 ３ ４ 、 画 像 処 理 部 ３ ５ 、 演 算 部 ３ ６ 、 記 憶 部 ３ ７ お よ び DSC（ Digit
al Scan Converter） ３ ８ が 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ４ １ を 介 し て 接 続 さ れ て 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 主 制 御 部 ３ １ は 、 CPU(Central Processing Unit)ま た は MPU（ Micro Processing Unit）
な ど か ら な り 、 種 々 の 制 御 信 号 を 生 成 し 、 各 部 に 供 給 す る こ と に よ り 超 音 波 診 断 装 置 １ １
の 駆 動 を 総 括 的 に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 送 信 部 ３ ２ は 、 レ ー ト パ ル ス 発 生 器 、 送 信 遅 延 回 路 、 お よ び パ ル サ （ い ず れ も 図 示 せ ず
） か ら な り 、 レ ー ト パ ル ス 発 生 器 は 被 検 体 の 内 部 に 入 射 す る 超 音 波 パ ル ス の 繰 り 返 し 周 期
を 決 定 す る レ ー ト パ ル ス を 発 生 し 、 送 信 遅 延 回 路 に 供 給 す る 。 ま た 、 送 信 遅 延 回 路 は 、 主
制 御 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置
と 偏 向 角 度 が 所 定 の 焦 点 位 置 と 偏 向 角 度 と な る よ う に 、 レ ー ト パ ル ス 発 生 器 か ら 供 給 さ れ
た レ ー ト パ ル ス に 遅 延 時 間 を 加 え 、 パ ル サ に 供 給 す る 。 さ ら に 、 パ ル サ は 、 送 信 遅 延 回 路
か ら 供 給 さ れ た レ ー ト パ ル ス に 基 づ い て 、 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の 高 圧 パ ル ス を 生
成 し 、 生 成 さ れ た 高 圧 パ ル ス を 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 加 算 部 ３ ３ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ か ら 発 振 さ れ る 超 音 波 が 被 検 体 内 に 発 射 さ れ 、 こ の
被 検 体 内 部 か ら の 反 射 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 変 換 さ れ た 電 気 信 号 を 加 算 し 、 加 算 さ れ た
電 気 信 号 を 加 算 信 号 と し て 受 信 部 ３ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 受 信 部 ３ ４ は 、 加 算 部 ３ ３ か ら 供 給 さ れ た 加 算 信 号 を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 加 算 信 号 に 増
幅 処 理 や A/D変 換 処 理 な ど を 施 し 、 処 理 が 施 さ れ た 後 の デ ィ ジ タ ル 信 号 を 画 像 処 理 部 ３ ５
の Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ９ と ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ４ ０ に そ れ ぞ れ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 画 像 処 理 部 ３ ５ は 、 Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ９ と ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ４ ０ に よ り 構 成
さ れ て い る 。 Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ９ は 、 対 数 増 幅 器 、 包 絡 線 検 波 回 路 、 お よ び A/D変 換 器
（ い ず れ も 図 示 せ ず ） か ら な り 、 主 制 御 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ た 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 以 下
の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 す な わ ち 、 Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ９ の 対 数 増 幅 器 は 、 受 信 部 ３ ４ か ら 供 給 さ れ た 受 信 信
号 を 対 数 増 幅 し 、 対 数 増 幅 さ れ た 受 信 信 号 を 包 絡 線 検 波 回 路 に 供 給 す る 。 包 絡 線 検 波 回 路
は 、 対 数 増 幅 器 か ら 供 給 さ れ た 受 信 信 号 に つ い て 包 絡 線 を 検 波 し 、 検 波 さ れ た 受 信 信 号 を
A/D変 換 器 に 供 給 す る 。 A/D変 換 器 は 、 包 絡 線 検 波 回 路 殻 供 給 さ れ た 受 信 信 号 を デ ィ ジ タ ル
信 号 に 変 換 し 、 Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と し て 演 算 部 ３ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ４ ０ は 、 基 準 信 号 発 生 器 、 π /２ 位 相 器 、 ミ キ サ 、 LPF（ Low Pa
ss Filter） 、 A/D変 換 器 、 ド プ ラ 信 号 記 憶 回 路 、 FFT（ Fast Fourier Transform） 分 析 器
、 お よ び 演 算 器 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） か ら な り 、 主 に 直 交 位 相 検 波 と FFT分 析 が 行 わ れ る
。 す な わ ち 、 ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ４ ０ は 、 受 信 部 ３ ４ か ら 供 給 さ れ た 受 信 信 号 を 取 得
し 、 取 得 さ れ た 受 信 信 号 を ミ キ サ の 第 １ の 入 力 端 子 に 入 力 す る 。 一 方 、 基 準 信 号 発 生 器 は
、 入 力 信 号 の 中 心 周 波 数 と ほ ぼ 等 し い 周 波 数 を も っ た 基 準 信 号 を 発 生 さ せ て 、 ミ キ サ の 第
１ の 入 力 端 子 と π /２ 位 相 器 に 供 給 す る 。 π /２ 位 相 器 は 、 基 準 信 号 発 生 器 か ら 供 給 さ れ た
基 準 信 号 の 位 相 を ９ ０ 度 シ フ ト し 、 ミ キ サ の 第 ２ の 入 力 端 子 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 ミ キ サ は 、 受 信 信 号 を LPFに 供 給 し 、 LPFは 、 ミ キ サ か ら 供 給 さ れ た 受 信 信 号 の 高 周 波 成
分 を 除 去 し 、 A/D変 換 器 に 供 給 す る 。 A/D変 換 器 は 、 LPFか ら 供 給 さ れ た 受 信 信 号 を デ ィ ジ
タ ル 信 号 に 変 換 し 、 FFT分 析 器 に 供 給 す る 。 FFT分 析 器 は 、 デ ィ ジ タ ル 化 さ れ た 受 信 信 号 の
直 交 成 分 を 一 旦 ド プ ラ 信 号 記 憶 回 路 に 記 憶 し た 後 、 FFT分 析 を 行 い 、 演 算 器 に 供 給 す る 。
演 算 器 は 、 FFT分 析 器 か ら 供 給 さ れ た ド プ ラ 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル に 対 し て 、 そ の 中 心
周 波 数 や 分 散 を 計 算 し 、 演 算 部 ３ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 演 算 部 ３ ６ は 、 Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ９ と ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ４ ０ か ら 供 給 さ れ た B
モ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と
ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ に 種 々 の 演 算 を 施 し 、 そ の 結 果 得 ら れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド
プ ラ 画 像 デ ー タ を 記 憶 部 ３ ７ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 記 憶 部 ３ ７ は 、 Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ９ と ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ４ ０ か ら 供 給 さ れ た B
モ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と
ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 。 ま た 、 記 憶 部 ３ ７ は 、 制 御 部 ３ １ か ら の 指 示 に 従 い
、 必 要 に 応 じ て 、 記 憶 さ れ て い る Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を DSC３ ８
に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 DSC３ ８ は 、 記 憶 部 ３ ７ か ら 供 給 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を
取 得 し 、 取 得 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 、 超 音 波 ス キ ャ ン の
走 査 線 信 号 列 か ら ビ デ オ フ ォ ー マ ッ ト の 走 査 線 信 号 列 に 変 換 し 、 表 示 部 ２ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ は 、 本 体 ２ １ に ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 被 検 体 の
表 面 に 対 し て そ の 前 面 を 接 触 さ せ 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ で あ り 、
図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 、 １ 次 元 に ア レ イ 配 列 さ れ た ４ 個 の 微 小 な 超 音 波 振 動 子 ４
２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ を そ の 先 端 部 分 に 有 し て い る 。 こ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ －
４ は 圧 電 振 動 子 と し て の 電 気 音 響 変 換 素 子 で あ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ は 、 送 信 時 に は 本
体 ２ １ の 送 信 部 ３ ２ か ら 入 力 さ れ た 電 気 パ ル ス を 超 音 波 パ ル ス （ 送 信 超 音 波 ） に 変 換 し 、
ま た 受 信 時 に は 被 検 体 に よ り 反 射 さ れ た 反 射 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 本 体 ２ １ の 加 算 部 ３
３ に 出 力 す る 。 な お 、 ４ つ の 超 音 波 振 動 子 の う ち 、 ３ つ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ 乃 至 ４ ２
－ ４ に お い て は 、 そ れ ぞ れ 、 遅 延 素 子 ４ ３ － １ 乃 至 ４ ３ － ３ を 介 し て 電 気 信 号 が 本 体 ２ １
の 加 算 部 ３ ３ に 出 力 さ れ る 。 す な わ ち 、 ３ つ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら 出
力 さ れ る 電 気 信 号 に は 、 遅 延 素 子 ４ ３ － １ 乃 至 ４ ３ － ３ に よ り 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 遅
延 時 間 （ 図 ６ を 参 照 し て 後 述 す る ） が 付 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ に お い て は 、 遅 延 素 子 を 介 す る こ と な く 、 変 換 さ れ た 電 気
信 号 が そ の ま ま 本 体 ２ １ の 加 算 部 ３ ３ に 出 力 さ れ 、 他 の ３ つ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ 乃 至
４ ２ － ４ か ら 出 力 さ れ る 電 気 信 号 と は 異 な り 、 遅 延 時 間 は 何 ら 付 加 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 ３ の 例 の 場 合 、 説 明 を 簡 略 化 す る た め に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ の 先 端 部 分 に ４
つ の 超 音 波 振 動 子 （ 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ ） を 有 す る よ う に し た が 、 そ の 数
は ４ つ の 場 合 に 限 定 さ れ ず 、 勿 論 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ の 先 端 部 分 に 超 音 波 振 動 子 を い く
つ 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 勿 論 、 本 発 明 は 、 １ 次 元 的 に ア レ イ 配 列 さ れ た 超 音 波 振 動 子 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ だ
け で な く 、 ２ 次 元 的 に マ ト リ ク ス 配 列 さ れ た 超 音 波 振 動 子 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ な ど に
も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 入 力 部 ２ ３ は 、 電 気 （ 信 号 ） ケ ー ブ ル を 介 し て 本 体 ２ １ の 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ４ １ と
接 続 さ れ 、 ユ ー ザ の 種 々 の 指 示 を 入 力 す る た め の 種 々 の キ ー ボ ー ド （ 図 示 せ ず ） や マ ウ ス
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（ 図 示 せ ず ） を 有 し て お り 、 ユ ー ザ の 操 作 に よ り 入 力 さ れ た 指 示 を 主 制 御 部 ３ １ に 通 知 す
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 表 示 部 ２ ４ は 、 ケ ー ブ ル を 介 し て 本 体 ２ １ の DSC３ ８ と 接 続 さ れ 、 図 示 せ ぬ LCD(Liquid 
Crystal Display)や 図 示 せ ぬ CRT(Cathode Ray Tube)が 設 け ら れ て お り 、 超 音 波 ス キ ャ ン
の 走 査 線 信 号 列 か ら ビ デ オ フ ォ ー マ ッ ト の 走 査 線 信 号 列 に 変 換 さ れ た DSC３ ８ か ら の Bモ ー
ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ な ど を 取 得 し 、 取 得 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と
ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ な ど を 図 示 せ ぬ LCDや 図 示 せ ぬ CRTに 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ は 、 図 ２ の 受 信 部 ３ ４ の 内 部 の 構 成 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 受 信 部 ３ ４ は 、 プ リ ア ン プ ４ ５ 、 A/D変 換 器 ４ ６ 、 分 離 器 ４ ７
、 受 信 遅 延 回 路 ４ ８ 、 お よ び 加 算 器 ４ ９ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 プ リ ア ン プ ４ ５ は 、 加 算 部 ３ ３ か ら 供 給 さ れ た 加 算 信 号 を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 加 算 信 号
を 所 定 の レ ベ ル ま で 増 幅 し 、 増 幅 さ れ た 加 算 信 号 を A/D変 換 器 ４ ６ に 供 給 す る 。 A/D変 換 器
４ ６ は 、 プ リ ア ン プ ４ ５ か ら 供 給 さ れ た 加 算 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 か ら デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変
換 し 、 分 離 器 ４ ７ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 分 離 器 ４ ７ は 、 A/D変 換 器 ４ ６ か ら 供 給 さ れ た デ ィ ジ タ ル 信 号 を 取 得 し 、 取 得 さ れ た デ
ィ ジ タ ル 信 号 を 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ が 有 す る ４ つ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４
か ら 入 力 さ れ た 電 気 信 号 に 対 応 す る ４ つ の デ ィ ジ タ ル 信 号 に 分 離 し 、 分 離 さ れ た ４ つ の デ
ィ ジ タ ル 信 号 を 受 信 遅 延 回 路 ４ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 受 信 遅 延 回 路 ４ ８ は 、 主 制 御 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 分 離 器 ４ ７ か
ら 供 給 さ れ た ４ つ の デ ィ ジ タ ル 信 号 に 、 各 超 音 波 振 動 子 の フ ォ ー カ ス 位 置 か ら の 超 音 波 の
伝 播 時 間 の 差 に 対 応 す る 遅 延 時 間 を 加 え 、 加 算 器 ４ ９ に 供 給 す る 。 加 算 器 ４ ９ は 、 受 信 遅
延 回 路 ４ ８ か ら 供 給 さ れ た ４ つ の デ ィ ジ タ ル 信 号 を 加 算 し 、 加 算 後 の 加 算 信 号 を 受 信 信 号
と し て 画 像 処 理 部 ３ ５ の Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ９ と ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ４ ０ に そ れ ぞ
れ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 ２ の 超 音 波 診 断 装 置 １ １ の 信 号 加 算 分 離 処
理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 加 算 部 ３ ３ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ が 有 す る 各 超 音 波 振 動 子 ４
２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら 入 力 さ れ た 電 気 信 号 を 加 算 し 、 加 算 さ れ た 電 気 信 号 を 加 算 信 号 と
し て 受 信 部 ３ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ １ の 信 号 加 算 処 理 の 概 念 に つ い て 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ は 、 被 検 体 か ら 反 射 さ れ た エ コ ー 信 号 ５
５ － １ を 受 信 し 、 電 気 信 号 ５ ６ － １ に 変 換 し 、 本 体 ２ １ の 加 算 部 ３ ３ に 出 力 す る 。 超 音 波
振 動 子 ４ ２ － １ か ら 入 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － １ に は 、 そ の 間 に 遅 延 素 子 が 介 さ れ て い な
い た め 、 遅 延 時 間 は 何 ら 付 加 さ れ ず 、 電 気 信 号 ５ ６ － １ は ４ つ の 電 気 信 号 （ 電 気 信 号 ５ ６
－ １ 乃 至 ５ ６ － ４ ） の う ち 最 初 に 加 算 部 ３ ３ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ は 、 被 検 体 か ら 反 射 さ れ た エ コ ー 信 号 ５ ５ － ２ を 受 信 し 、 電 気 信
号 ５ ６ － ２ に 変 換 し 、 本 体 ２ １ の 加 算 部 ３ ３ に 出 力 す る 。 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ か ら 入 力
さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － ２ に は 、 そ の 間 に 遅 延 素 子 ４ ３ － １ が 介 さ れ て お り 、 所 定 の 遅 延 時
間 τ が 付 加 さ れ る 。 電 気 信 号 ５ ６ － ２ は 、 電 気 信 号 ５ ６ － １ の 次 に 加 算 部 ３ ３ に 出 力 さ れ
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る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ３ は 、 被 検 体 か ら 反 射 さ れ た エ コ ー 信 号 ５ ５ － ３ を 受 信 し 、 電 気 信
号 ５ ６ － ３ に 変 換 し 、 本 体 ２ １ の 加 算 部 ３ ３ に 出 力 す る 。 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ３ か ら 入 力
さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － ３ に は 、 そ の 間 に 遅 延 素 子 ４ ３ － ２ が 介 さ れ て お り 、 所 定 の 遅 延 時
間 ２ τ が 付 加 さ れ る 。 電 気 信 号 ５ ６ － ３ は 、 電 気 信 号 ５ ６ － ２ の 次 に 加 算 部 ３ ３ に 出 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ４ は 、 被 検 体 か ら 反 射 さ れ た エ コ ー 信 号 ５ ５ － ４ を 受 信 し 、 電 気 信
号 ５ ６ － ４ に 変 換 し 、 本 体 ２ １ の 加 算 部 ３ ３ に 出 力 す る 。 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ４ か ら 入 力
さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － ４ に は 、 そ の 間 に 遅 延 素 子 ４ ３ － ３ が 介 さ れ て お り 、 所 定 の 遅 延 時
間 ３ τ が 付 加 さ れ る 。 電 気 信 号 ５ ６ － ４ は 、 電 気 信 号 ５ ６ － ３ の 次 に 加 算 部 ３ ３ に 出 力 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら
入 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ は 、 時 間 差 τ ご と に 時 系 列 に 並 ん だ 電 気 信 号 と
な る 。 従 っ て 、 加 算 部 ３ ３ に お い て 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら 入 力 さ れ た 電
気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を 加 算 す る こ と に よ り 、 ４ つ の 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ －
４ を 時 系 列 に 変 換 し た １ つ の 信 号 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 加 算 部 ３ ３ は 、 加 算 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を 加 算 信 号 ５ ７ と し て 受 信 部
３ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い て 、 受 信 部 ３ ４ の プ リ ア ン プ ４ ５ は 、 加 算 部 ３ ３ か ら 供 給 さ れ た 加
算 信 号 ５ ７ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 加 算 信 号 ５ ７ を 所 定 の レ ベ ル ま で 増 幅 し 、 増 幅 さ れ た 加
算 信 号 ５ ７ を A/D変 換 器 ４ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 A/D変 換 器 ４ ６ は 、 プ リ ア ン プ ４ ５ か ら 供 給 さ れ た 加 算 信 号 ５
７ を ア ナ ロ グ 信 号 か ら デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 分 離 器 ４ ７ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 分 離 器 ４ ７ は 、 A/D変 換 器 ４ ６ か ら 供 給 さ れ た デ ィ ジ タ ル 信 号
を 取 得 し 、 取 得 さ れ た デ ィ ジ タ ル 信 号 を 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ が
有 す る ４ つ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら 入 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５
６ － ４ に 対 応 す る ４ つ の デ ィ ジ タ ル 信 号 ５ ８ 乃 至 ６ １ に 分 離 し 、 分 離 さ れ た ４ つ の デ ィ ジ
タ ル 信 号 ５ ８ 乃 至 ６ １ を 受 信 遅 延 回 路 ４ ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 、 プ リ ア ン プ ４ ５ か ら 供 給 さ れ た 加 算 信 号 ５ ７ を A/D変 換 器 ４ ６ に よ り ア ナ
ロ グ 信 号 か ら デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る よ う に し た の で 、 時 系 列 に 加 算 さ れ た 超 音 波 振 動
子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ に 対 応 す る ４ つ の デ ィ ジ タ
ル 信 号 ５ ８ 乃 至 ６ １ に 容 易 に 分 離 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 １ つ の 受 信 部 に 供 給 さ
れ た 電 気 信 号 か ら 複 数 の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 を 復 元 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ に お い て 、 受 信 遅 延 回 路 ４ ８ は 、 制 御 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 基
づ い て 、 分 離 器 ４ ７ か ら 供 給 さ れ た ４ つ の デ ィ ジ タ ル 信 号 ５ ８ 乃 至 ６ １ に 、 図 ８ に 示 さ れ
る よ う に 、 そ れ ぞ れ 、 各 超 音 波 振 動 子 の フ ォ ー カ ス 位 置 か ら の 超 音 波 の 伝 播 時 間 の 差 に 対
応 す る 遅 延 時 間 を 加 え 、 加 算 器 ４ ９ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 加 算 器 ４ ９ は 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 受 信 遅 延 回 路 ４ ８ か ら
供 給 さ れ た ４ つ の デ ィ ジ タ ル 信 号 ５ ８ 乃 至 ６ １ を 加 算 し 、 加 算 さ れ た デ ィ ジ タ ル 信 号 ５ ８
乃 至 ６ １ を 受 信 信 号 ６ ３ と し て Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ９ と ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ４ ０ に
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そ れ ぞ れ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ １ に お い て は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２
２ が 有 す る ４ 個 の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の 電 気 信 号 に そ れ ぞ れ 所 定 の 遅
延 時 間 を 付 加 し た 後 、 加 算 す る よ う に し た の で 、 ４ つ の 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を
時 系 列 に 変 換 し た １ つ の 信 号 を 得 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 隣 接 し 合 う 超 音 波 振 動 子
か ら の 電 気 信 号 を そ の ま ま 加 算 し 、 受 信 部 に 出 力 す る 場 合 と 異 な り 、 受 信 フ ォ ー カ ス が 甘
く な る こ と を 防 止 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 画 像 の 解 像 度 が 低 下 す る こ と を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 ４ つ の 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を １ つ の 信 号 に 変 換 し た 後 、 分 離 し 、 １ つ
の 受 信 部 に 供 給 さ れ た 電 気 信 号 か ら 複 数 の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 を 復 元 す る よ う に
し た の で 、 受 信 部 の 数 を 削 減 し た 場 合 で あ っ て も 、 受 信 部 で の 受 信 時 に お い て S/N比 が 低
下 す る こ と を 防 止 し 、 そ の 結 果 、 超 音 波 診 断 装 置 自 体 の 感 度 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き
る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ が 有 す る す べ て の 超 音 波 振 動 子 を 使 用 し つ つ 、 従 来
必 要 と さ れ て い た 受 信 部 の 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 超 音 波 診 断 装 置 の 小 型 化
や 低 価 格 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ １ に お い て は 、 図 ６ に 示 さ
れ る よ う に 、 加 算 部 ３ ３ は 、 遅 延 時 間 が 付 加 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を 単 に
加 算 し 、 加 算 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を 加 算 信 号 ５ ７ と し て 受 信 部 ３ ４ に 供
給 す る よ う に し て い る 。 し か し 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら 出 力 さ れ た 電 気
信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ に は 、 画 像 表 示 に 使 用 す る 時 間 分 の 信 号 だ け で な く 、 画 像 表 示
に は 実 際 使 用 し な い よ り 深 部 か ら の 信 号 も 含 ま れ て い る た め 、 遅 延 時 間 が 付 加 さ れ た 電 気
信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を 単 に 加 算 し て し ま う と 、 例 え ば 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ か ら
出 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － １ の 画 像 表 示 に 使 用 し な い 信 号 帯 と 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ か
ら 出 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － ２ の 画 像 表 示 に 使 用 す る 信 号 帯 が 加 算 さ れ て し ま い 、 超 音 波
振 動 子 ４ ２ － ２ か ら 出 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － ２ の 画 像 表 示 に 使 用 す る 信 号 に 不 必 要 な ノ
イ ズ を 生 じ さ せ て し ま う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ か ら 出 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － ２ の 画 像 表 示 に 使 用
す る 信 号 の S/N比 が 低 下 し て し ま う 。 同 様 に 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ か ら 出 力 さ れ た 電 気
信 号 ５ ６ － ２ の 画 像 表 示 に 使 用 し な い 信 号 帯 に よ り 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ３ か ら 出 力 さ れ
た 電 気 信 号 ５ ６ － ３ の 画 像 表 示 に 使 用 す る 信 号 の S/N比 が 低 下 し て し ま う 。 さ ら に 、 超 音
波 振 動 子 ４ ２ － ３ か ら 出 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － ３ の 画 像 表 示 に 使 用 し な い 信 号 帯 に よ り
、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ４ か ら 出 力 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － ４ の 画 像 表 示 に 使 用 す る 信 号 の S/
N比 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な こ と が 起 こ ら な い よ う に 、 例 え ば 、 加 算 部 ３ ３ に ス イ ッ チ と 加 算 器
を 設 け 、 加 算 部 ３ ３ の 加 算 器 に 供 給 さ れ る 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６
－ ４ を 切 り 換 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
［ 第 ２ の 実 施 形 態 ］
　 図 ９ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 １ １ の 第 ２ の 実 施 形 態 の 内 部 の 構 成 を 表 し て
い る 。 な お 、 図 ２ に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ １ の 構 成 と 同 一 あ る い は 対 応 す る も の に つ
い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て あ り 、 そ の 説 明 は 繰 り 返 し に な る の で 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 加 算 部 ３ ３ は 、 ス イ ッ チ ７ １ と 加 算 器 ７ ２ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ７ １ は 、 図
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１ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 主 制 御 部 ３ １ か ら の 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ か
ら 入 力 さ れ た ４ つ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の 電 気 信 号 の う ち 、 加 算 器 ７
２ に 供 給 さ れ る 電 気 信 号 を 切 り 換 え 、 加 算 器 ７ ２ に 供 給 す る 。 加 算 器 ７ ２ は 、 ス イ ッ チ ７
１ を 介 し て 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の 電 気 信 号 を 順 次 加 算 し 、 加 算 さ れ た
電 気 信 号 を 加 算 信 号 と し て 受 信 部 ３ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 ９ の 超 音 波 診 断 装 置 １ １ の 信 号 加 算 分 離 処 理 に
つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 １ １ の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ 乃 至 Ｓ １ ６ の 処 理 に つ い て は 、 図 ５ の ス
テ ッ プ Ｓ ２ 乃 至 Ｓ ６ の 処 理 と 同 様 で あ り 、 そ の 説 明 は 繰 り 返 し に な る の で 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 超 音 波 診 断 装 置 １ １ は 、 信 号 加 算 処 理 を 実 行 す る 。 な お 、 こ
の 信 号 加 算 処 理 の 詳 細 は 、 図 １ ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 信 号 加 算 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 こ の 信 号
加 算 処 理 が 開 始 さ れ る 場 合 、 ス イ ッ チ ７ １ に お い て は 、 加 算 器 ７ ２ に 超 音 波 振 動 子 ４ ２ －
１ か ら の 電 気 信 号 が 最 初 に 供 給 さ れ る よ う に 予 め 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 主 制 御 部 ３ １ は 、 加 算 器 ７ ２ に 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４
２ － ４ か ら の 電 気 信 号 の 加 算 を 開 始 さ せ る た め の 信 号 加 算 開 始 制 御 信 号 を 生 成 し 、 加 算 器
７ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 加 算 器 ７ ２ は 、 主 制 御 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ た 信 号 加 算 開 始 制
御 信 号 に 基 づ い て 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の 電 気 信 号 の 加 算 を 開 始 す る
。 す な わ ち 、 加 算 器 ７ ２ は 、 こ の 信 号 加 算 処 理 が 開 始 さ れ た 場 合 に 最 初 に 供 給 さ れ る 超 音
波 振 動 子 ４ ２ － １ か ら の 電 気 信 号 を 加 算 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 、 主 制 御 部 ３ １ は 、 加 算 器 ７ ２ に お い て 信 号 加 算 処 理 を 行 っ て
か ら 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 時 間 τ が 経 過 し た か 否 か を 判 定 し 、 加 算 器 ７ ２ に お い て 信 号
加 算 処 理 を 行 っ て か ら 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 時 間 τ が 経 過 し た と 判 定 さ れ る ま で 待 機 す る
。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て 加 算 器 ７ ２ に お い て 信 号 加 算 処 理 を 行 っ て か ら 予 め 設 定 さ れ た
所 定 の 時 間 τ が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 主 制 御 部 ３ １ は ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ で 、 超 音 波 プ
ロ ー ブ ２ ２ が 有 す る す べ て の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 を 加 算 し た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ が 有 す る す べ て の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気
信 号 を 加 算 し て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 主 制 御 部 ３ １ は ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ で 、 所 定 の 超 音
波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 が 加 算 器 ７ ２ に 供 給 さ れ る よ う に ス イ ッ チ ７ １ を 切 り 換 え る た め
の ス イ ッ チ 切 り 換 え 制 御 信 号 を 生 成 し 、 ス イ ッ チ ７ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 ス イ ッ チ ７ １ は 、 主 制 御 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ た ス イ ッ 切 り 換
え 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 所 定 の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 が 加 算 器 ７ ２ に 供 給 さ れ る よ
う に 切 り 換 え る 。 す な わ ち 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ か ら の 電 気 信 号 が 加 算 器 ７ ２ に 供 給 さ
れ る よ う に 設 定 さ れ て い る 場 合 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ か ら 電 気 信 号 が 加 算 器 ７ ２ に 供 給
さ れ る よ う に ス イ ッ チ ７ １ が 切 り 換 え ら れ る 。 そ の 後 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に 進 み 、 ス
テ ッ プ Ｓ ２ ２ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ が 有 す る す べ て の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気
信 号 を 加 算 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 主 制 御 部 ３ １ は ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ で 、 加 算 器 ７ ２ か ら 受
信 部 ３ ４ に 加 算 信 号 を 供 給 さ せ る た め の 加 算 信 号 供 給 制 御 信 号 を 生 成 し 、 加 算 器 ７ ２ に 供
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給 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に お い て 、 加 算 器 ７ ２ は 、 主 制 御 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ た 加 算 信 号 供 給 制
御 信 号 に 基 づ い て 、 加 算 さ れ た 電 気 信 号 を 加 算 信 号 と し て 受 信 部 ３ ４ に 供 給 す る 。 ス テ ッ
プ Ｓ ２ ９ に お い て 、 主 制 御 部 ３ １ は 、 ス イ ッ チ ７ １ を 予 め 設 定 さ れ て い る 初 期 設 定 に 戻 さ
せ る た め の ス イ ッ チ 初 期 設 定 切 り 換 え 制 御 信 号 を 生 成 し 、 ス イ ッ チ ７ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に お い て 、 ス イ ッ チ ７ １ は 、 主 制 御 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ た ス イ ッ チ 初 期
設 定 切 り 換 え 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 予 め 設 定 さ れ て い る 初 期 設 定 に 戻 す よ う に 切 り 換 え る
。 す な わ ち 、 ス イ ッ チ ７ １ は 、 加 算 器 ７ ２ に 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ か ら の 電 気 信 号 が 供 給
さ れ る よ う に 切 り 換 え る 。 そ の 後 、 処 理 は 図 １ １ の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 進 む 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の よ う に 、 加 算 部 ３ ３ に ス イ ッ チ ７ １ を 設 け 、 加 算 部 ３ ３ の 加 算 器 ７ ２ に 供 給 す る 超
音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の ４ つ の 電 気 信 号 を 適 宜 、 切 り 換 え る よ う に し た の
で 、 不 必 要 な ノ イ ズ を よ り 出 す こ と な く 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の ４ つ
の 電 気 信 号 を １ つ の 信 号 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 遅 延 時 間 が 付 加 さ れ た 電 気 信
号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を 単 に 加 算 し 、 加 算 さ れ た 電 気 信 号 ５ ６ － １ 乃 至 ５ ６ － ４ を 加 算
信 号 ５ ７ と し て 受 信 部 ３ ４ に 供 給 す る 場 合 よ り も 、 画 像 表 示 に 使 用 す る 信 号 の S/N比 の 低
下 を よ り 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 受 信 部 の 数 を 削 減 し た 場 合 で あ っ て も 、 受 信 部
で の 受 信 時 に お い て S/N比 が 低 下 す る こ と を よ り 防 止 し 、 そ の 結 果 、 超 音 波 診 断 装 置 自 体
の 感 度 の 低 下 を よ り 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ １ に お い て は 、 図 １ ０ に 示
さ れ る よ う な ス イ ッ チ ７ １ を 用 い る よ う に し た が 、 こ の よ う な 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の 電 気 信 号 に 不 必 要 な ノ イ ズ を 出 さ な い よ
う な 種 々 の 加 算 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ １ に お い て は 、 超 音
波 プ ロ ー ブ ２ ２ に 設 け ら れ た ４ 個 の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ か ら の 電 気 信 号 に
対 し て 、 １ つ の 受 信 部 ３ ４ を 設 け る よ う に し た が 、 こ の よ う な 場 合 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば
、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ に 設 け ら れ た 複 数 個 、 例 え ば １ ０ 個 の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号
に 対 し て 、 １ つ の 受 信 部 ３ ４ を 設 け る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 受 信 部 の 数 を よ り
削 減 す る こ と が で き 、 超 音 波 診 断 装 置 の 小 型 化 や 装 置 の 低 価 格 化 を よ り 図 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 さ ら に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 設 け ら れ た 超 音 波 振 動 子 数 に 対 す る 受 信 部 の 数 の 比 に つ い て
は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 用 途 に 応 じ て 、 最 適 な 比 を 選 択 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 診
断 部 位 が 浅 い 表 在 用 途 な ど で は 、 画 像 表 示 に 使 用 す る 受 信 信 号 の 持 続 時 間 が 短 い た め 、 １
回 の 受 信 期 間 で 、 多 数 の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 を １ つ の 信 号 に ま と め て 処 理 す る こ
と も 可 能 で あ る が 、 腹 部 診 断 な ど の 用 途 な ど で は 、 画 像 表 示 に 使 用 す る 受 信 信 号 の 持 続 時
間 が 長 い た め 、 多 く の 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 を １ つ の 信 号 に ま と め る こ と は 難 し く
な る 。 そ こ で 、 診 断 部 位 が 浅 い 表 在 用 途 な ど で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 設 け ら れ た 超 音 波 振
動 子 数 に 対 す る 受 信 部 の 数 の 比 を よ り 小 さ く な る よ う に 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ １ に お い て は 、 ４ つ
の う ち ３ つ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ 乃 至 ４ ２ － ４ の 後 に 、 そ れ ぞ れ 、 遅 延 素 子 ４ ３ － １ 乃
至 ４ ３ － ３ が 接 続 さ れ る よ う に し て い る が （ す な わ ち 、 ３ つ の 超 音 波 振 動 子 ４ ２ － ２ 乃 至
４ ２ － ４ に つ い て は 、 １ つ の 超 音 波 振 動 子 に 対 し て １ つ の 遅 延 素 子 が 接 続 さ れ る よ う に し
て い る が ） 、 こ の よ う な 場 合 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ２ に 設 け ら れ た 複
数 個 、 例 え ば ３ 個 の 超 音 波 振 動 子 に 対 し て １ つ の 遅 延 素 子 が 接 続 さ れ る よ う に し て も よ い
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。 こ れ に よ り 、 受 信 部 の 数 を よ り 削 減 す る こ と が で き 、 超 音 波 診 断 装 置 の 小 型 化 や 装 置 の
低 価 格 化 を よ り 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 第 １ と 第 ２ の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 所 定 の 遅
延 時 間 τ ご と に 設 け る よ う に し た が 、 遅 延 時 間 は 等 間 隔 で あ る 必 要 は な く 、 異 な る 遅 延 時
間 間 隔 に す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 内 部 の 簡 略 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 内 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 受 信 部 の 内 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 信 号 加 算 分 離 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 超 音 波 プ ロ ー ブ に お け る 遅 延 処 理 と 本 体 の 加 算 部 に お け る 信 号 加 算 処 理 を
説 明 す る た め の 概 念 図 。
【 図 ７ 】 図 ４ の 本 体 の 受 信 部 の 分 離 器 に お い て 分 離 さ れ た 超 音 波 振 動 子 か ら の 電 気 信 号 を
説 明 す る た め の 概 念 図 。
【 図 ８ 】 図 ４ の 本 体 の 受 信 部 の 受 信 遅 延 回 路 に お け る 遅 延 処 理 と 加 算 器 に お け る 信 号 加 算
処 理 を 説 明 す る た め の 概 念 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 内 部 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 加 算 部 の ス イ ッ チ に お け る 切 り 換 え 処 理 を 説 明 す る た め の 簡 略 図 。
【 図 １ １ 】 図 ９ の 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 信 号 加 算 分 離 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お け る 信 号 加 算 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
１ 　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置
２ 　 本 体
３ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
４ 　 送 信 部
５ 　 受 信 部
１ １ 　 超 音 波 診 断 装 置
２ １ 　 本 体
２ ２ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
２ ３ 　 入 力 部
２ ４ 　 表 示 部
３ １ 　 主 制 御 部
３ ２ 　 送 信 部
３ ３ 　 加 算 部
３ ４ 　 受 信 部
３ ５ 　 画 像 処 理 部
３ ６ 　 演 算 部
３ ７ 　 記 憶 部
３ ８ 　 DSC
３ ９ 　 Bモ ー ド 処 理 取 得 部
４ ０ 　 ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部
４ １ 　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス
４ ２ － １ 乃 至 ４ ２ － ４ 　 超 音 波 振 動 子
４ ３ － １ 乃 至 ４ ３ － １ 　 遅 延 素 子
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４ ５ 　 プ リ ア ン プ
４ ６ 　 A/D変 換 器
４ ７ 　 分 離 器
４ ８ 　 受 信 遅 延 回 路
４ ９ 　 加 算 器
７ １ 　 ス イ ッ チ
７ ２ 　 加 算 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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